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催

　九州大学基金に一回１万円以上、又はクレジットカード決済で

年２千円以上を継続的にご寄附くださる方への会員制度です。九

大会員を対象にした学内外の特典を多数ご用意しています。

［ 九大会員 ］ ［ 名誉会員 ］
累計寄附額 50万円以上

［ 貢献会員 ］
累計寄附額 10万円以上

特典の一覧はコチラ

九大会員とは？九大会員とは？

 「九大会員特典」で検索！



［ 育成する人材の活躍分野と社会的に要求される市場規模 ］

社会変革を起こす次の
半導体技術を担う人材
「価値創造型半導体
スペシャリスト」

半導体の社会実装を
通じた社会変革を担う人材
「半導体活用価値創造

人材」

半導体の国内製造を
担う人材

（全国から輩出）
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すべての産業

半導体製造

先端研究

新しい  価値の 　　　　　 へ

― 半導体研究を選んだきっかけを教えてください。
　私はもともとモノづくりに興味があり、その中でも身近

なスマートフォンなどの機器の製造に携わってみたいとい

う考えから、この分野を選択しました。そのような身近な

ものの製造に関われるというのがこの半導体研究の面白

さだと考えています。

― 産業界との連携では、どのようなこと期待して
いますか？

　産業界と交流を行うことで、実際の企業で製品に用いら

れている技術やプロセス、製造工程について知ることがで

きるのではないかと期待しています。また研究室内では、

企業の方と共同研究を行っている人もおり、実際に企業で

取り組んでいる内容を一緒に研究できるという点で、自分

も共同研究を行ってみたいと感じます。

― 研究に役立った九大ならではの点はありま
すか？

　半導体の製造や半導体に関連する授業が多くあ

り、半導体の内容にたくさん触れることができま

す。また授業にもよりますが、中には外部講師の

方をお呼びして、実際に企業で働いている方から

直接お話を伺うこともできるので、そのような授

業は非常に有益だと思います。

　システム情報科学府　電気電子工学専攻　修士２年　新
しんち

地　茉
まお

央　　　　

― 半導体研究の面白さを教えてください。
　社会への大きな影響を持つことができ、やりがいがあ

ることです。半導体は、現代のテクノロジーに欠かせない

ものです。コンピュータ、スマートフォン、電子デバイス、

通信システム、エネルギー効率の向上など、様々な分野に

おいて半導体技術が革新的な進歩をもたらしていま

す。半導体研究は、これらの技術の進化に貢献する

ことができます。

― 半導体研究を選んだきっかけを教えて
　　 ください。
　スマートフォンや通信技術の進歩による恩恵

を自身も享受し、魅了されました。そして、これ

らの進歩が半導体技術に基づいていることを知

り、半導体研究に興味を持ちました。

― 九大の研究環境についてどのように感じていま
すか？

　九州地域において半導体産業との密接な連携を持って

おり、実際の業界の課題に取り組む機会を得られ実務経

験を積むことができると思います。

　システム情報科学府　電気電子工学専攻　修士２年　保
ほさか

坂　亮
りょうま

磨
学生２名に　　インタビュー

「価値創造型半導体スペシャリスト育成プロジェクト」創設 

「価値創造型半導体スペシャリスト育成プロジェクト」とは？

　半導体はコンピュータから自動車、産業機器まで広く使
われており、将来の社会課題解決や社会変革の実現のた
めには、真に必要な半導体・集積回路の把握とその開発
が極めて重要となっています。
　日本における半導体人材の不足や、継続した人材育成
と研究開発に関する産業界の熱い要望に応えるため、九
州大学基金では「価値創造型半導体スペシャリスト育成プ
ロジェクト」を推進し、本学の充実した研究施設とトップレ
ベルの研究者層により、世界各国とも多くの連携を行いな
がら、「価値創造型半導体スペシャリスト」を育成します。

システム情報科学研究院・教授
価値創造型半導体人材育成センター・センター長

金谷 晴一

今、求められているのは
従来型教育を超えた、
半導体人材教育

Message

　九州大学は「価値創造型半導体人材育成センター」を開設
し、半導体分野を専門とする理工系教員だけでなく、デザイン、
ビジネス、起業に関する教育に携わる教員総勢24名が結集
し、半導体の材料、設計、製造だけでなく、マーケティング、価
値創造、社会課題解決についても教育します。
　新しい価値を創造する「価値創造型半導体スペシャリスト」、
すなわち、半導体・集積回路の材料、設計、製造のスペシャ
リストであると同時に、社会のニーズや、社会変革に求められ
る半導体・集積回路を理解し、それを半導体・集積回路の
設計・製造に反映できる半導体のスペシャリストを育成します。

◎目標金額◎　46,000,000円

◎期　　間◎　〜2026年8月31日

プロジェクトの詳細はこちらから▶

プロジェクト
概　要

2人の
インタビュー
の詳細は
こちらから
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KYUSHU UNIVERSITY FUND

九州大学基金から最新の話題をお届け

01
Giving Campaign
2023を開催しました！

　2023年10月23日～10月29日の一週間、学生団体支
援のオンラインチャリティイベント「Giving Campaign 
2023」を開催しました。
　10,935名もの方々に参加いただき、学生団体とそれ
を応援いただいた方々のパワーを感じる１週間でした。そ
れぞれの学生団体も、数多くの応援メッセージを受け取
り、とても励みになったことと思います。
　イベントに参加いただいた皆さまに心より御礼申し上
げます。

02 部局特定寄附金を新設

　卒業生の「大学時代に自分が学んだ学部・学府を応
援したい」といった声や保護者からの「子どもや孫が学ん
でいる学部に少しでも支援を」といった声を受け、学部等
へのご支援も九州大学基金から行えるようになりました。
　また、本学に設置している各センター等も日々教育・
研究の高度化に向け継続的に活動を行っています。その
ため期間を決めず、使途も特定のプロジェクトに限定せ
ずご支援をお願いしております。ご支援いただける学部
等は九州大学基金ホームページでご確認ください。

INFORMATION  

　2023年9月29日（金）、九州大学伊都キャ
ンパスで未来人材育成奨学金の交流会を開
催しました。
　未来人材育成奨学金は、民間企業より本
学へ寄附のあった基金をもとに学生の教育
研究活動を奨励する、今年度新たに創設し
た奨学金制度です。
　９名の奨学生と８社の企業担当者様が参
加した今回の交流会では、冒頭の総長挨拶、
企業紹介、奨学生の自己紹介の後、グルー
プに分かれて交流頂きました。
　新たな社会をデザインする力と課題を解決
する力を有しうる優秀な学生を支援し、教育
研究活動を奨励することを目的とする今回の
奨学金にふさわしく、奨学生は今後の活動
や研究内容などを積極的に話していました。
　「奨学金のおかげで土日も勉強に集中でき
ます」「留学に不安なく行けそうです」といった
奨学生の声も聞くことが出来、学生の活動の
一助になっていることを改めて実感しました。
　ご支援頂いた企業の皆さま、本当にありが
とうございました。

　感謝の集いでは、総長の挨拶
に始まり、古屋ファンドレイジング
グループ長から九州大学基金の
報告を行った後、学生と研究者か
らのお礼と報告が行われました。
山川賞受賞者の共創学部4年出
石琴美さんからは、山川賞を受賞
してから現在までの活動報告、マ
ス・フォア・インダストリ研究所の
梶原所長からは、九州大学基金
に令和3年5月に設置された「産
業数学人材育成プロジェクト」に
おける最新の研究報告が行われ
ました。

活 動 報 告

　懇談の時間では、寄附者の皆さまの各テーブルに
学生、研究者が参加し、これまでの活動報告などを行
いました。
　盛会のうちに終了した今回の感謝の集い、是非来
年も開催し、皆さまにご支援いただいている九州大
学、積極的に活動している学生や研究者の「今」そして

「これから」を伝えていきたいと思います。

懇 談 会

「
感
謝
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
九
州
大
学
基
金
で
は
、
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月
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日
に
特
に
多
大
な
ご
支
援
を
頂
い
た
寄
附
者
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を
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感
謝
の
集
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を
開
催
し
、

60
名
の
皆
さ
ま
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

［ 令和5年度　支援企業様 ］

・株式会社アトル 様
・アドヴェンチャーホールディングス
　株式会社 様
・株式会社柏木興産 様
・千代田計装株式会社 様
・株式会社北洋建設 様
・溝江建設株式会社 様
・山下医科器械株式会社 様
・リックス株式会社 様 ※五十音順

「未来人材育成奨学金交流会」開催

寄附者の皆さまへ
感謝を込めて

　九州大学基金にご寄附いただいた皆さまへより感謝の意を表する
ため、椎木講堂の銘板をリニューアルし、同日にお披露目会を開催し
ました。寄附者様によるテープカットセレモニーが華やかに行われ、
その後は多くの方が新しい銘板の前で写真を撮影されていました。

披お板銘 露 目 会

出石琴美さん

梶原所長

応援団による激励
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寄附者様ご芳名寄附者様ご芳名（五十音順・敬称略）九州大学基金 ■　 KYUSHU UNIVERSITY FUND DONORS NAME ［ 期間：令和5年５月1日〜令和5年10月31日 迄 ］

本欄では、「大学に一任する」及び「九大生応援基金（一般寄附）」に申し込みいただいた方のご芳名を掲載させていただきます。なお、
「九大生応援基金（一般寄附）」では、山川賞や課外活動支援など、学生に対する様々な支援助成事業を行っています。

「使途特定プロジェクト」では、今回特集した「価値創造型半導体スペシャリスト育成プロジェクト」など、様々な事業を展開しています。本
欄では、「使途特定プロジェクト」に申し込みいただいた方のご芳名を掲載させていただきます。
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剛
志

春
山　

康
久

板
東　

良
明

樋
口　

雅
則

樋
口　

勝
規

平
岡　

豊

平
野　

大
輔

廣
谷　

勝
人

福
井　

康
太

福
岡
屋　

俊
郎

福
原　

義
浩

藤
岡　

宏

藤
田　

暁
男

伏
見　

遥

船
越　

建
明

古
家　

秀
樹

本
田　

孝
雄

本
多　

典
子

牧
之
内　

顕
文

中
村　

雅
夫

中
山　

義
崇

楢
﨑　

光
雄

新
山　

明
子

西
川　

望

西
村　

貴
孝

西
村　

弘
志

能
見　

尚
子

野
村　

崇
代

橋
口　

悦
子

橋
本　

純

秦　
　

稔
彦

八
谷　

ま
ち
子

濱
﨑　

祐
樹

林　
　

親
則

林　
　

幹
男

東　
　

忠
節

東　
　

登
志
夫

久
枝　

良
雄

久
野　

豊
美

平
田　

博
巳

廣
田　

憲
治

廣
畑　

一
代

増
田　

朋
和

増
田　

英
隆

増
元　

美
保

松
尾　

和
正

松
尾　

征
治

松
尾　

典
昭

松
隈　

大
作

松
田　

健
三
郎

松
永　

勝
也

真
子　

弘
子

丸
木　

三
知

三
池　

潔

三
嶋　

美
済

三
原　

誠

宮
﨑　

仁
史

宮
田　

忠
宣

宮
本　

丈

村
上　

順
雄

村
山　

國
弘

持
田　

太
郎

本
松　

久
美
子

本
松　

武

森　
　

勇
造

森
下　

浩
延

森
住　

剛

森
満　

保

深
川　

ひ
ろ
み

藤
井　

滋
子

藤
井　

德
夫

藤
川　

義
教

藤
澤　

貴
宏

藤
田　

和
子

藤
本　

光
敏

豊
後　

貴
嗣

洞　
　

尚
文

本
田　

重
寿

本
田　

孝
雄

増
元　

美
保

松
尾　

和
正

松
尾　

典
昭

松
岡　

重
孝

丸
川　

裕
之

丸
木　

三
知

萬
年　

浩
雄

三
笠　

あ
ゆ
み

水
島　

多
美
也

南　
　

雅
之

南
園　

克
己

南
野　

森

八
木　

良
子

山
縣　

雅
弘

山
下　

和
幸

山
下　

賢
治

山
本　

碩
德

山
本　

龍
輝

彌
吉　

元
毅

吉
田　

知
久

吉
竹　

知
春

吉
浪　

一
佐

和
田　

修
二

和
田　

卓
也

渡
邉　

教
文

渡
辺　

寛
他 

１
０
４
名　

（
計
２
８
９
名
）

三
縄　

隆
一
郎

簑
田　

康
平

宮
﨑　

裕
子

宮
田　

房
之

宮
永　

喜
久
生

村
上　

信
哉

籾
井　

明

森　
　

賢
一

森
江　

武
司

森
永　

泰
弘

安
河
内　

篤

安
永　

陽
子

山
田　

和
弘

湯
地　

紘
一
郎

横
田　

修

吉
岡　

大
輔

吉
野　

正

吉
村　

正
彦

米
田　

友
洋

若
狭　

み
ち

他 

１
１
４
名　

（
計
２
９
８
名
）

赤
松　

健

浅
野　

健

A
bdelrahm

an
A

hm
ed

新
井　

悦
郎

荒
木　

一
彦

荒
牧　

亨

井
口　

健
史

池
田　

建
児

石
井　

徹

石
井　

将

石
橋　

直
樹

稲
津　

孝
子

猪
俣　

靖
子

今
井　

良
一

今
田　

信
男

入
江　

善
文

上
田　

恭
一
郎

上
野　

照
剛

牛
島　

和
夫

浦
松　

洋
行

衞
藤　

和
彦

江
藤　

俊
二

江
藤　

智
佐
子

榎
本　

幸
太
郎

惠
良　

宏

大
石　

剛
毅

大
神　

正
俊

会
田　

俊
介

赤
澤　

幸
一

明
石　

信
子

浅
野　

直
人

安
倍　

徹

阿
部　

由
美
子

綾
部　

博
之

新
井　

悦
郎

荒
木　

信
一
朗

荒
谷　

大
典

荒
牧　

清
史

安
藤　

貴
文

飯
島　

明
子

居
藏

池
野　

友
徳

石
井　

明

石
井　

靖
男

石
川　

和
彦

石
橋　

直
樹

石
山　

誠
人

市
川　

順
一

稲
光　

渉

井
野　

忠
彦

井
之
上　

真
織

井
上　

正
伸

井
口　

知
之

入
江　

尚
美

岩
本　

洋
一

内
野　

智
文

江
嶋　

宏
美

江
畠　

亜
有
子

大学一任
九大生応援基金

（一般寄附）

個
　
人

個
　
人

株
式
会
社
ア
ー
ス
ア
プ
レ
イ
ザ
ル
九
州

ア
サ
ヒ
ア
イ
ド
マ
株
式
会
社

イ
オ
ン
九
州
株
式
会
社

株
式
会
社
ｗ
ｅ
ｌ
ｚ
ｏ

医
療
法
人
社
団
江
頭
会　

さ
く
ら
病
院

鹿
島
建
設
株
式
会
社

九
州
大
学
生
活
協
同
組
合

蔵
持
工
業

株
式
会
社
鴻
池
組　

九
州
支
店

櫻
木
国
際
特
許
事
務
所

株
式
会
社
就
面

株
式
会
社
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

セ
ト
ル
株
式
会
社

合
同
会
社
つ
く
る
ば
い

医
療
法
人
社
団
中
島
整
形
外
科

学
校
法
人
福
岡
学
園

福
岡
酸
素
株
式
会
社

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
カ
ー
ド
株
式
会
社

合
同
会
社
ミ
ラ
イ
ノ

八
洲
産
業
株
式
会
社

株
式
会
社
リ
ボ
ル
ブ
・
シ
ス

他 

４
企
業
・
団
体
　
（
計
25
企
業
・
団
体
）

企
業
・
団
体
な
ど

ア
イ
オ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

ア
ス
ミ
オ.

株
式
会
社

ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
ア
ト
ル

株
式
会
社
岩
田
産
業
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
柏
木
興
産

株
式
会
社
グ
ッ
デ
イ

一
般
財
団
法
人
恵
愛
団

西
部
ガ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

医
療
法
人
志
方
医
院

始
祖
鳥
堂
書
店

昭
和
鉄
工
株
式
会
社

株
式
会
社
正
興
電
機
製
作
所

青
陵
会

株
式
会
社
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

西
日
本
鉄
道
株
式
会
社

箱
崎
水
族
舘
喫
茶
室

株
式
会
社
福
岡
銀
行

福
岡
市
医
師
会　

医
療
法
人
古
森
病
院

株
式
会
社
福
岡
リ
ア
ル
テ
ィ

株
式
会
社
北
洋
建
設

株
式
会
社
益
田
設
計
事
務
所

三
浦
造
園
土
木
建
設
株
式
会
社

溝
江
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
八
百
治

山
下
医
科
器
械
株
式
会
社

リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

他 

3
企
業
・
団
体　

（
計
30
企
業
・
団
体
）

企
業
・
団
体
な
ど

使途特定
プロジェクト

※本年７月に発行しましたvol.3のご芳名ページにおいて、富崎哲央様のお名前に誤りがございました。本号に改めてご芳名として掲載させていただくとともに、ここに謹んでお詫び申し上げます。
※「Giving Campaign2023」でご寄附いただいた方のご芳名は次号で掲載させていただきます。

九州大学基金では公式SNS（ソーシャル・ネットワーク・サービス）を
運営しています。九州大学基金ホームページと同様に、Facebook、
X（旧Twitter）、Instagram、LINEにて学生や教職員への支援状況、九大
会員向けの特典等に関する情報を発信していますので、是非ご覧ください。

九州大学基金公式SN S九州大学基金公式SN S Facebook LINE Instagram

九州大学基金・
九大会員特典

［アカウント名］

九州大学基金
［アカウント名］

九州大学基金
［アカウント名］

九大会員
（九州大学基金）

［アカウント名］

＠kyudaikikin＠kyudaikikin＠iwa1859p＠kyudaikikin
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